北海道・東北ブロック、四国ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
８クール日報（２月２２日～２月２６日）
	報告日
天気
	２月２３日（金）
雨のち曇り
気温　最高５度（最低２度）
	報告者
	北海道＠福岡、坂本、坂本、西脇
秋田県＠嶋崎、小貫
高知県＠丹生谷、谷口
徳島県＠重松、桝井
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:00　　宿舎出発
7:30　　志賀町VC到着
8:00　　朝礼
8:30　　個人Ｖ受付
9:00  　  調査班（現地調査）※一部、マッチング班、資材班手伝い後に出発
9:20　　県Ｖバス到着　オリエンテーション・送り出し（10：30頃完了）
10:30　　マッチング班（問合せ対応、翌日以降のマッチング調整）
15:30　　現地調査帰還（資料出力等）、マッチング班（活動報告等対応、2/24準備）
17:30　　ミーティング 
17:45　　翌日のマッチング調整、引継ぎ
19:15　　業務終了　移動（宿舎まで）
20:30　　宿泊地に到着

	報告事項

	・ニーズ件数：新規15件／累計622件
・ボランティア（県ボラバス55人、団体10組89人、一般ボラ6人、地元ボラ11人）
・活動件数：27件、→ 完了18件、継続9件
・現地調査：17件／現地調査数（マッチング待ち）268件、残ニーズ236件
・引っ越しの相談ニーズが増えている。過去に取り決め等がないため、他県社協の状況について、明日以降伺いたいとの要望。
・参加ボランティア団体より、赤紙を貼っている住宅や空き家などの片づけについて、「公費解体」があるなかでも片づけを行うのかと意見あり。組織内で検討していく。
・本日、一般ボランティア1名が午前7時半に来所。「行政に問い合わせたところ、7時半から空いていると伺ったが、案内が9時以降と聞き、どうなっているのか」と意見があった。受付時間前に来所された方に留意する。
・ボランティア団体に関して、当日の大幅な人数変更が多く見受けられた。随時、参加人数を確認するが、直近の人数変更の場合は、ニーズ調整で対応していく。


	今後の主な予定
	2/23（金）～2/25（日）が三連休のため、平日と比較して、ボランティア数が多くなる見込み。


	調整課題・所感等
	・今回の地震による被害の多くが、古い家屋の崩落等であるため、大半のニーズが技術ボランティアの介入が必要なニーズとなっている（屋根瓦の破損、石塀の撤去等）。
・発災から約2か月経過しているため、2/23～2/25の三連休以降、ボランティアの数が少しずつ減少していくことが懸念される。


	その他
	




